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1. 【指数データ：経済指数】  

タイ中央銀行は、12月のビジネス景況感指数（ＢＳＩ）を発表した。下グラフはＢＳＩ

の製造業と非製造業の当月と3か月後の期待値を表示している。（指数：50＝先月と比較

して安定している） 

12月の製造業BSIは45.9、同三か月後の期待値は50.5、非製造業は50.8、三か月後の期待

値は51.9となった。製造業に何しては、自動車関連での落ち込みが大きく影響している

が、食料品などは、国内国外共に好調となっている。次に非製造業だが、観光シーズン

の到来で国内の旅行・外食産業は好調を維持している一方、3か月後の期待値では、観光

シーズンが終わりの時期となることや、政府のバラマキ政策が終了することから、不透

明となっている。 
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自動車関連製造業の落ち

込みは続くが、3か月後

は回復に向かうとの予想

観光シーズンが終了す

る3月を見据えている



次に、BSIの構成要素である投資に関しての指数（当月、三か月後の期待値）を下記に示

す。 

12月の投資BSIは52.4、三か月後の期待値は55.8となった。共に安定の50以上を示し

ているが、グラフを見る限り2024年1月から右肩下がりを示している。昨年の4月を境

に下落傾向が始まっていることが見て取れる。これは、自動車生産が落ち込み始めた

時期と重なり、投資BSIも減少を始めている。投資マインドの冷え込みは、すそ野産

業が多い自動車生産台数次第とも言えなくもない。 

 

出所： https://www.boi.go.th/ 
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 Investment  Investment (3month)

4 月は自動車生産台数が前月から 4 万台近く

減少し、それ以降投資マインドが減少 



2. 【データ：製品在庫指数】  

タイ工業省工業経済事務局（OIE）は、12月の完成品在庫指数、製品在庫率指数、出

荷指数を発表した。 （２０１６年＝１００）  

製品在庫率指数：一定の期間内に売却された完成品の総額と、その期間内に平均完成品在庫の総額とを比較することによって計算さ

れます。この指数の値が高い場合、在庫の回転率が高いことを示し、完成品が速やかに売却されていることを意味します。一方、低

い値の場合、在庫が過剰であるか、完成品の販売が遅い可能性があります。  

完成品在庫指数：この指数の値が高い場合、完成品の在庫が売上高に対して比較的大きいことを示し、在庫が過剰である可能性があ

ります。一方、低い値の場合、在庫が売上高に対して比較的小さいことを示し、在庫管理が効率的である可能性が高いです。  

出荷指数：（指数が下がる要因）需要の低下、生産の遅れや障害、在庫の過剰、物流の問題、品質の問題があります。 

 

11月の製品在庫率指数は109.91、完成品在庫指数は99.15、出荷指数は97.14となっ

た。12月のクリスマスや年末商戦に向けた国内外での需要が増加していることが見て

取れ、在庫が減って効率的に回っていることが見て取れる。12月になると、それらの

需要が一巡するため、11月指数を下回る結果となるが、前年同月と比較してどれくら

い悪化するかが問題となるが、予想としてはそれほど影響はないと思われる。 

 

出所： https://www.oie.go.th/ 
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全体的に産品の流れは好調

だが、商戦がおわる 12 月

にその反動があるかも 



3. 【調査データ：経営上の障害】 

タイ中央銀行は、12月の経営上の障害に関するアンケート調査を行った。回答はタイ

国内の大中企業の665社（回答率62.3％）から得られたものとなる。 

12月の経営上の障害のトップは、引き続き「製造コスト高」となった。続いて、「価

格調整の難しさ」、「国内競争の激化」、「国内需要減」、「経済の不透明さ」とな

った。特徴的な点として「製造コスト高」と「経済の不透明さ」が再び上昇傾向にな

ったことが見て取れる。タイの企業トップは、2025年の経済の動向が見通せない状況

にあると思われる。 

 

出所：https://www.bot.or.th/ 
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